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近
世
の
古
文
書
に
お
け
る
船
舶
の
装
備
に
関
す
る
助
数
詞
（
類
別
表
現
）
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
こ
こ
に
い
う
船
舶
と
は
、
千
石
船
に
代
表
さ
れ
る
廻
船
や
沿
海
漁
業

に
従
事
す
る
漁
船
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
装
備
と
は
、
楫
（
舵
）
や
操
船
用
の
ロ
ー
プ
な
ど
を
い
う
が
、
こ
れ
ら
に
関
わ
る
助
数
詞
、
及
び
、
積
荷
に
関
す
る
助
数
詞
に
は
、
今

日
、
既
に
忘
れ
去
ら
れ
た
か
の
よ
う
な
貴
重
な
用
例
も
見
え
る
。
本
稿
で
は
一
部
を
紹
介
す
る
に
と
ど
ま
る
が
、
全
国
的
な
、
ま
た
、
総
合
的
な
調
査
が
望
ま
れ
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
　
助
数
詞
、
類
別
詞
、
近
世
文
書
、
船
舶
語
彙
、
漁
業
語
彙
】

は
じ
め
に

一
、
対
象
物
の
形
体
に
関
わ
る
助
数
詞
　
　
　
―
　
頭
・
羽
・
房
・
丸
・
筋
・
帖
（
乗
）

二
、
対
象
物
の
様
態
に
関
わ
る
助
数
詞
　
　
　
―
　
尋

三
、
対
象
物
の
組
成
に
関
わ
る
助
数
詞
　
　
　
―
　
通
・
株

四
、
対
象
物
の
処
置
方
法
に
関
わ
る
助
数
詞
　
―
　
〆

五
、
器
物
・
乗
物
類
に
関
わ
る
助
数
詞
　
　
　
―
　
艘
・
乗
・
網
・
固
（
箇
・
個
）

お
わ
り
に

は
じ
め
に

近
世
に
お
け
る
文
書
（
及
び
、
記
録
類
）
は
、
時
代
的
に
も
地
域
的
に
も
多
様
で
あ
り
、

そ
の
研
究
視
点
は
、
時
代
・
地
方
・
内
容
（
要
件
）
・
位
相
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
。
そ

の
質
・
そ
の
量
も
様
々
で
あ
る
が
、
こ
の
様
々
な
る
と
こ
ろ
に
大
き
な
魅
力
、
即
ち
、
重

要
な
課
題
が
潜
ん
で
い
そ
う
で
あ
る
。
既
に
、
注
目
さ
れ
、
検
討
さ
れ
つ
つ
あ
る
地
方
文

書
や
言
語
事
象
も
あ
る
が
、
何
と
い
っ
て
も
、
中
央
資
料
や
都
会
語
に
は
期
待
で
き
な
い
、

生
活
地
域
―
農
村
・
漁
村
・
山
村
な
ど
第
一
次
産
業
地
域
―
に
密
接
に
関
わ
る
語
彙
・
語

法
・
音
韻
、
あ
る
い
は
、
地
方
語
・
生
活
語
、
口
語
な
ど
が
認
め
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
佐
渡
、
及
び
、
安
房
・
隠
岐
な
ど
の
近
世
漁
業
・
廻
船
関
係
文
書
に
お
け

る
助
数
詞
に
つ
き
、
信
州
地
方
（
東
信
）
の
文
書
を
参
考
と
し
な
が
ら
、
そ
の
発
掘
を
試

み
た
い
。
近
世
文
書
と
い
う
も
の
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
か
、
そ
の
方
法
を
検
討

す
る
の
も
本
稿
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る
。

但
し
、
本
稿
で
は
、
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
、
魚
介
類
、
及
び
、
海
藻
類
な
ど
に
関
す
る

助
数
詞
を
省
く
。
こ
れ
ら
は
別
途
に
言
及
し
た
い
。

用
い
る
資
料
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
―
部
の
下
は
略
称
）。
更
に
、
充
実
さ
せ
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

『
新
潟
県
史
　
資
料
編
九
　
近
世
四
　
佐
渡
編
』（
一
九
八
一
年
）
―
『
新
潟
県
史
九
』

『
佐
渡
小
木
町
史
上
（
下
）』（
一
九
七
三
年
）

―
『
小
木
町
史
上
』

ヽ
ヽ
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業
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す
る
助
数
詞
（
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保
）

『
佐
渡
相
川
の
歴
史
資
料
集
一
（
以
下
）』（
一
九
七
一
年
以
降
）

―
『
佐
渡
相
川
一
』

『
千
葉
県
の
歴
史
　
資
料
編
　
近
世
２
（
安
房
）』（
一
九
九
九
年
）―

『
千
葉
県
・
安
房
』

『
千
葉
県
の
歴
史
　
資
料
編
　
近
世
４
（
上
総
）』（
二
○
○
二
年
）―

『
千
葉
県
・
上
総
』

『
千
葉
県
の
歴
史
　
資
料
編
　
近
世
５
（
下
総
１
）』（
二
○
○
四
年
）

―
『
千
葉
県
・
下
総
１
』

『
長
野
県
史
　
近
世
史
料
編
　
第
一
巻
　
東
信
（一）
地
方
』（
一
九
七
一
年
）

―
『
長
野
県
史
一
』

な
お
、
一
部
に
近
代
の
文
書
を
用
い
る
。
明
治
維
新
を
経
た
と
い
っ
て
も
、
地
方
の
生

活
そ
の
も
の
は
前
代
と
連
続
的
な
状
態
に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、

用
例
は
、
前
後
の
記
述
・
文
言
を
省
き
、
地
名
は
、
出
典
の
ま
ま
と
す
る
。

一
、
対
象
物
の
形
体
に
関
わ
る
助
数
詞
―
艘
・
頭
・
羽
・
房
・
丸
・
筋

助
数
詞
﹇
頭
﹈

助
数
詞
「
頭
」
の
字
は
、
音
訓
い
ず
れ
か
不
詳
だ
が
、
丸
い
ウ
リ
な
ど
の
助
数
詞
「
か

し
ら
」
に
同
様
と
見
ら
れ
る
。

船
の
碇
い
か
り
を
対
象
と
し
て
「
頭
」
と
い
う
助
数
詞
が
見
え
る
。

稲
扱
　
　
三
千
挺
　
　
　
　
　
金
千
五
百
円

碇
　
　
　
拾
壱
頭

金
四
百
八
十
円

鎌
　
　
　
三
百
十
五
丁
　
　
　
金
二
十
二
円
五
銭

（
本
州
所
産
ノ
食
物
器
具
薪
炭
等
ノ
数
量
価
金
ノ
申
牒
、
相
川
県
参
事
鈴
木
重
嶺
か

ら
内
務
卿
大
久
保
利
通
宛
、
明
治
八
年
三
月
三
一
日
、『
佐
渡
相
川
六
』、
八
二
頁
）

佐
渡
相
川
の
明
治
八
年
の
文
書
で
あ
る
。
単
価
は
、
稲
扱
い
ね
こ
き

一
挺
が
五
○
銭
、
碇
一
頭
が

四
三
円
六
三
銭
余
、
鎌
一
丁
が
七
銭
で
あ
る
。

御
蔵
米
船
積
手
形
之
事

一
御
米
　
三
百
俵
　
　
　
　
　
但
し
四
斗
入

一
杉
板
　
百
四
拾
八
枚新

造
五
年
船

帆
　
　
　
拾
反
　

錠
（
碇
）

五
頭

か
ゝ
す
　
弐
房

檜
綱
　
　
六
房

船
頭
・
水
主
五
人
乗

其
外
諸
道
具
不
足
無
之
候

（
余
瀬
町
三
兵
衛
船
廻
米
請
負
手
形
御
蔵
米
船
積
手
形
之
事
、
宝
暦
三
年
〈
一
七
五

三
〉
一
一
月
朔
日
、
鴨
川
市
永
井
家
文
書
、『
千
葉
県
・
安
房
』、
二
八
四
頁
）

こ
れ
は
、
万
一
の
場
合
に
備
え
て
作
成
す
る
船
積
み
請
証
文
で
あ
る
（
但
し
、
前
後
を

省
略
し
た
）。
次
も
同
趣
の
文
書
で
あ
る
。

御
蔵
米
船
積
証
文
之
事

一
御
米
　
三
拾
三
俵
　
　
　
但
シ
四
斗
入

外
ニ

炭
三
拾
五
俵
　
　
　
新
造
三
年
船

わ
ら
十
四
抱
　
　
　
帆
　
　
　
拾
反

碇
　
　
　
五
頭

か
ゝ
す
　
四
房

檜
綱
　
　
五
房

船
頭
・
水
主
四
人
乗

其
外
諸
道
具
相
違
無
之
候

（
余
瀬
町
仁
右
衛
門
船
廻
米
請
負
手
形
御
蔵
米
船
積
証
文
之
事
、
寛
政
二
年
〈
一
七

九
○
〉
一
一
月
二
四
日
、
鴨
川
市
永
井
家
文
書
、『
千
葉
県
・
安
房
』、
二
八
五
頁
）

「
わ
ら
十
四
抱
」
は
、
こ
の
ま
ま
「
抱
」
と
い
う
助
数
詞
か
も
知
れ
な
い
が
、「
把
」

字
の
行
書
体
を
こ
の
よ
う
に
解
（
翻
字
）
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

乱
船
具

海
中

取
揚
之
品
々

一
檣
壱
本
　
一
桁
壱
本
　
一
梶
壱
羽
　
一
櫓
三
挺
　
一
碇
四
頭

一
帆
不
残
　
一
す
く
り
壱
房
　
一
苧
綱
　
房
　
一
玉
子
弐
房
　

一
中
縄
壱
房
　
一
乱
舟
具
　

〆
其
外
何
ニ
而
も
一
切
無
御
座
候
　

（
天
津
村
茂
右
衛
門
船
沖
船
頭
十
五
郎
乗
破
船
一
件
、
安
永
三
年
〈
一
七
七
四
〉
八

月
二
六
日
、
館
山
市
正
木
家
文
書
、『
千
葉
県
・
安
房
』、
三
○
七
頁
）
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安
房
国
の
天
津
村
で
干
鰯
・
〆
粕
を
積
み
込
み
、
同
国
柏
崎
浦
に
碇
を
下
ろ
し
て
い
た

天
津
村
茂
右
衛
門
の
船
が
、
八
月
二
六
日
の
明
け
方
、
大
風
雨
の
た
め
、「
碇
四
頭
」
も

切
れ
て
大
破
し
、
船
頭
十
五
郎
・
武
七
は
行
方
不
明
と
な
っ
た
。
右
は
、
そ
の
折
の
一
件

を
柏
崎
湊
側
立
会
の
下
で
留
書
と
し
た
文
書
の
一
部
で
あ
る
。
引
き
揚
げ
ら
れ
た
積
み
荷

や
廻
船
の
装
具
な
ど
が
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
「
一
　
碇
四
頭
」
と
見
え
、
事
の
次

第
を
聴
取
し
た
関
連
文
書
に
も
「
碇
四
頭
」
と
見
え
る
。

一
帆
柱
壱
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

一
桁
壱
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

一
楫
柄
壱
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

一
帆
九
固
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

一
身
縄
四
房
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

一
碇
六
頭

同

一
檜
綱
弐
房
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

一
市
波
綱
五
房
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

一
蘭
苧
綱
弐
房
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　

一
造
小
道
具
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

一
鉄
釘
三
拾
四
固
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

但
弐
百
三
拾
九
貫
弐
百
目

一
破
船
乱
海
具
　

代
金
八
両
也
　
　
　
　
　
　
　

右
之
通
船
頭
伊
兵
衛
儀
御
穀
積
請
走
登
、
去
月
廿
五
日
夜
中
房
州
南
無
谷
村
沖
猪
貝

根
へ
乗
上
破
船
仕
候
ニ
付
早
速
御
注
進
申
上
候
所
、
御
自
分
様
御
足
軽
衆
・
御
穀
宿

衆
等
被
召
連
右
場
所
江

御
出
、
同
二
十
七
日

当
月
六
日
迄
海
士
懸
船
を
以
海
中

色
々
御
穿
鑿
被
成
候
へ
共
右
之
外
揚
不
申
候
、（
後
略
）

（
差
上
申
口
書
証
文
之
事
、
安
永
八
年
〈
一
七
七
九
〉
一
一
月
、
富
浦
町
三
浦
家
文

書
、『
千
葉
県
・
安
房
』、
二
九
四
頁
）

一
○
月
二
五
日
、
房
州
南
無
谷
村
沖
で
奥
州
塩
釜
船
が
遭
難
し
た
折
の
口
書
証
文
、
な

ら
び
に
浦
証
文
で
あ
る
（
但
し
、
前
後
は
省
略
し
た
）。
同
国
平
郡
の
南
無
谷
村
・
小
浦

村
等
の
組
頭
・
名
主
な
ど
は
、
難
船
直
後
か
ら
今
月
六
日
に
か
け
、
海
士
を
使
っ
て
積
み

荷
や
諸
道
具
等
を
引
き
揚
げ
、
船
頭
伊
兵
衛
に
引
き
渡
し
、
こ
の
浦
証
文
を
作
成
し
た
と

い
う
。
や
は
り
、「
一
碇
六
頭
」
と
見
え
る
。

な
お
、
碇
の
素
材
に
つ
き
、
後
掲
の
「
内
浦
村
幾
左
衛
門
船
道
具
手
形
舟
道
具
之
覚
」

（
元
禄
六
年
二
月
、
鴨
川
市
永
井
家
文
書
）
に
は
、「
一
金
い
か
り
　
六
ツ
　
一
き
い
か
り

一
ち
や
う
」
と
見
え
る
。
前
者
は
鉄
碇
、
後
者
は
木
碇
、
即
ち
、
木
石
碇
を
い
う
の
で
あ

ろ
う
。
因
み
に
、
沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
調
査
で
、
同
県
本
部
町
瀬
底
島

せ
ぞ
こ
じ
ま

沖
の
海
底
か
ら
、
一
○
世
紀
以
降
の
使
用
と
見
ら
れ
る
「
木
石
碇

き
い
し
い
か
り

」
の
碇
石
（
長
さ
七

六
・
五
セ
ン
チ
、
幅
一
七
・
五
セ
ン
チ
・
重
さ
二
九
キ
ロ
、
安
山
岩
）
が
発
見
さ
れ
て
い

る
（
１
）。
木
石
碇
は
、
こ
う
し
た
細
長
い
岩
（
石
）
に
木
材
を
組
み
合
わ
せ
て
碇
形
に
作
ら
れ

る
。

助
数
詞
﹇
羽
﹈

船
の
梶
を
対
象
と
し
て
「
羽は

」
と
い
う
助
数
詞
が
見
え
る
。「
羽
」
は
、「
大
釜
」「
塩

釜
」「

風
」
な
ど
に
も
用
い
ら
れ
る
。

右
之
喜
右
衛
門
さ
ん
　
　
打
擲
致
、
其
上
船
道
具
之
内
梶
壱
羽
、
柱
壱
本
、
三
竿
壱

本
、
ほ
は
た
壱
本
、
か
い
壱
枚
右
五
色
取
申
候
処
ニ
御
代
官
様
へ
御
断
被
成
、（
前

後
略
）

（
一
札
之
事
、
延
宝
九
年
〈
一
六
八
一
〉
六
月
二
四
日
、
姫
津
村
区
有
文
書
、『
佐

渡
相
川
一
』、
一
九
四
頁
）

姫
津
村
・
沢
崎
村
双
方
の
漁
師
が
、
沢
崎
沖
で
イ
カ
釣
り
漁
を
し
て
い
る
折
に
争
い
と

な
り
、
沢
崎
の
漁
師
が
姫
津
の
喜
右
衛
門
を
打
擲
し
、
船
道
具
を
取
っ
た
。
右
は
、
そ
の

行
為
に
つ
き
、
沢
崎
村
名
主
以
下
が
姫
津
村
喜
右
衛
門
・
名
主
等
宛
に
入
れ
た
詫
證
文
で

あ
る
。
船
の
「
か
い
壱
枚
」
と
も
見
え
る
。

四
百
目
　
　
　
　
梶
一
羽
代

二
十
八
匁
　
　
　
梶
の
釘
　
六
貫
三
百
匁
代
　
　

（
大
坂
の
薩
摩
屋
市
左
衞
門
よ
り
船
登
源
兵
衛
宛
大
坂
買
物
覚
、
元
禄
九
年
〈
一
六

九
六
〉、
佐
渡
郡
相
川
町
・
船
登
忠
晴
氏
所
蔵
、『
新
潟
県
史
九
』、
七
二
九
頁
）

大
坂
の
薩
摩
屋
市
左
衞
門
（
売
手
）
が
船
登
源
兵
衛
（
買
手
）
宛
に
書
い
て
出
し
た
請

求
書
（
リ
ス
ト
）
様
の
一
部
（
覚
え
）
で
あ
る
。「
梶
」
と
は
、
船
の
楫
の
こ
と
で
あ
ろ

う
。
こ
の
折
、「
鉄
砲
一
挺
」「
白
砂
糖
三
斤
」「
う
ん
さ
い
た
び
一
足
」、
紙
な
ど
も
購
入

し
て
い
る
。

な
お
、「
頭
」
の
条
に
引
い
た
「
天
津
村
茂
右
衛
門
船
沖
船
頭
十
五
郎
乗
破
船
一
件
」

海
中
よ
り

取
揚
候
分



（
安
永
三
年
〈
一
七
七
四
〉
八
月
二
六
日
、
館
山
市
正
木
家
文
書
）
に
、「
一
梶
壱
羽
」
と

見
え
、
ま
た
、
こ
の
関
連
文
書
に
も
「
一
楫
壱
羽
」
と
見
え
る
（
三
○
九
頁
）。

助
数
詞
﹇
房
﹈

「
房
」
と
い
う
助
数
詞
の
、
次
の
よ
う
な
用
法
は
、
早
く
八
世
紀
の
文
献
に
も
見
え
て

い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
先
に
触
れ
た
（
２
）。
こ
こ
で
は
、
丸
く
束
ね
た
状
態
の
藁
綱
や
綱

（
ロ
ー
プ
）
な
ど
を
対
象
と
し
て
「
房ば
う

」
と
い
う
助
数
詞
が
使
わ
れ
て
い
る
。

一
弐
拾
七
束
　
　
　
わ
ら

一
八
拾
九
房

な
わ

（
片
羽
村
指
出
證
文
、
天
和
二
年
〈
一
六
八
三
〉
七
月
、
小
県
郡
丸
子
町
丸
子
・
依

田
参
良
氏
蔵
、『
長
野
県
史
一
』、
六
七
○
頁
）

小
物
成

こ
も
の
な
り

の
一
部
で
あ
る
。
小
物
成
と
は
、
江
戸
時
代
の
雑
税
の
総
称
で
、
山
年
貢
・
野

年
貢
・
草
年
貢
・
御
林
下
草
代
・
河
岸
役
・
池
役
、
そ
の
他
、
土
地
の
用
益
な
ど
に
課
す
小

年
貢
を
い
う
。
検
地
を
受
け
た
田
畠
・
林
野
か
ら
納
め
る
本
年
貢
は
本
途
物
成

ほ
ん
と
も
の
な
り

と
い
う
。

一
縄
八
拾
九
房

但
シ
、
壱
房
弐
拾
ひ
ろ
、
代
銭
ニ
而
差
上
候
義
無
御
座
候

（
片
羽
村
指
出
帳
、
元
禄
一
五
二
年
〈
一
七
○
二
〉
一
二
月
、
小
県
郡
東
部
町
片

羽
・
荻
原
寛
氏
蔵
、『
長
野
県
史
一
』、
六
七
二
頁
）

一
房
＝
二
○
尋
の
縄
八
九
房
と
あ
る
。「
尋ひ
ろ

」
は
、
長
さ
の
単
位
で
、「
成
人
男
子
が
両

手
を
左
右
へ
広
げ
た
時
の
、
指
先
か
ら
指
先
ま
で
の
長
さ
。
慣
習
的
に
用
い
ら
れ
た
単
位

で
、
長
さ
は
一
定
し
な
い
が
、
曲
尺
で
だ
い
た
い
四
尺
五
寸
（
約
一
・
三
六

）
な
い
し

六
尺
（
約
一
・
八

）
く
ら
い
。
布
・
縄
・
釣
り
糸
の
長
さ
、
ま
た
海
の
水
深
な
ど
を
表

現
す
る
の
に
用
い
ら
れ
る
（
水
深
の
場
合
は
、
六
尺
を
一
尋
と
す
る
）。」（『
日
本
国
語
大

辞
典
17
』）
と
説
明
さ
れ
る
。

村
役
　
藤
二
一
房

是
ハ
　
延
長
二
一
間
の
所
、
一
間
に
一
房

（
佐
州
雑
太
郡
小
川
村
用
水
路
伏
樋
御
普
請
仕
様
書
、
明
和
三
年
〈
一
七
六
六
〉
四

月
、
小
川
村
区
有
文
書
、『
佐
渡
相
川
一
』、
六
七
頁
上
）

藤
　
二
一
房

但
、
二
○
尋
曲

（
同
右
、
六
七
頁
下
）

同
村
の
用
水
路
伏
樋
の
普
請
の
た
め
の
大
工
・
人
足
、
雑
木
・
鉄
目
な
ど
の
料
材
を
列

挙
し
た
条
に
右
の
よ
う
に
見
え
る
。「
藤
」
と
は
、
藤
蔓
で
、
今
日
の
ロ
ー
プ
に
相
当
す

る
。
一
房
＝
曲
尺
二
○
尋
で
あ
る
。
こ
の
等
式
は
、
例
え
ば
、
次
の
信
州
で
も
同
様
で
あ
る
。

縄
九
拾
房

弐
拾
尋
曲

但
　

代
永
六
拾
三
文

是
者
間
ニ
弐
房
宛

（
上
丸
子
村
依
田
川
通
国
役
普
請
出
来
形
帳
、
文
化
九
年
〈
一
八
一
二
〉
八
月
、
小

県
郡
丸
子
町
丸
子
・
工
藤
千
幹
氏
蔵
、『
長
野
県
史
一
』、
六
九
六
頁
）

他
に
一
例
、
ま
っ
た
く
同
じ
文
言
が
見
え
る
（
同
頁
下
段
）。
曲
尺
で
二
○
尋
の
縄
を

九
○
房
、
代
金
は
永
で
六
三
文
と
あ
る
。
九
○
房
と
い
う
が
、
一
○
房
を
一
単
位
と
し
て

「
代
永
七
文
」
と
あ
る
。「
永え
い

」
と
は
、
江
戸
時
代
の
貢
租
・
物
価
表
示
の
名
目
的
な
呼
称

（
便
宜
的
な
計
算
基
準
）
で
、
換
算
率
は
金
一
両
＝
永
一
貫
文
、
ま
た
は
、
鐚び
た

四
貫
と
規

定
さ
れ
た
。

一
　
井
戸
綱
　
　
　
壱
房

百
五
拾
文
　
　
　
　
　
　
（
い
部
に
所
見
）

一
　
わ
ら
綱
　
　
　
壱
房

一
　
同
綱
の
子
　
　
拾
貫
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
わ
部
に
所
見
）

（
松
ヶ
崎
商
人
よ
り
同
所
番
所
宛
生
活
諸
物
資
の
値
段
書
上
帳
、
慶
応
二
年
〈
一
八

六
六
〉、
佐
渡
郡
畑
野
町
・
松
ヶ
崎
区
所
蔵
、『
新
潟
県
史
九
』、
九
六
三
頁
）

「
井
戸
綱
」
と
は
、
麻
綱
で
あ
ろ
う
か
。「
わ
ら
綱
」
は
、
稲
藁
製
の
綱
、「
大
・
小
」

と
は
、
太
い
・
細
い
の
意
か
。
こ
れ
ら
の
一
房
も
二
○
尋
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
大
は
一
房

一
貫
文
、
小
は
六
○
○
文
と
あ
る
。「
綱
の
子
」
は
未
詳
だ
が
、
小
の
方
が
大
よ
り
も
安

く
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
資
料
は
商
品
の
リ
ス
ト
で
あ
り
、
た
め
に
検
索
の
便
を
図

っ
て
イ
ロ
ハ
順
の
部
類
と
な
っ
て
い
る
。

一
麻
綱
九
拾
六
房

但
〈
四
房
寄
壱
巻
持
／
両
手
廿
四
卷
〉

此
出
来
方

正
ミ
九
貫
五
百
目
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壱
房
目
方

麻
三
拾
五
俵
　
　
　
　
　
　

三
貫
弐
百
八
拾
匁

此
代
金
百
弐
拾
八
両

但
〈
三
俵
附
壱
駄
ニ
付
／
金
拾
壱
両
か
へ
〉

銀
弐
拾
匁

（
船
頭
給
村
職
網
仕
立
な
ら
び
に
諸
入
用
稼
ぎ
方
書
上
帳
、
寛
政
一
一
年
〈
一
七
九

九
〉
正
月
、
東
京
水
産
大
学
附
属
図
書
館
羽
原
文
庫
収
蔵
文
書
、『
千
葉
県
・
上
総
』、

メ
ー

ト
ル

メ
ー

ト
ル

拾
房
永
七
文

大
　
四
百
文

小
　
五
百
文

大
　
壱
貫
文

小
　
六
百
文

123

近
世
文
書
に
お
け
る
船
舶
・
漁
業
の
装
備
に
関
す
る
助
数
詞
（
三
保
）

ふ
じ
づ
る
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近
世
文
書
に
お
け
る
船
舶
・
漁
業
の
装
備
に
関
す
る
助
数
詞
（
三
保
）

八
八
頁
、〈

〉
内
は
割
書
き
）

麻
綱
を
「
房
」、
ま
た
、「
巻
」
で
数
え
る
。
九
六
房
＝
四
房
×
二
四
卷
と
い
う
計
算
ら

し
い
が
、
具
体
的
な
情
況
が
わ
か
ら
な
い
。「
目
方
め
か
た

」
と
は
、
材
と
す
る
麻
の
重
量
、
俵

に
詰
め
て
三
俵
を
一
駄
で
運
ぶ
。
こ
の
文
書
に
は
、
以
下
に
も
、「
一
古
麻
綱
廿
四
房

但
〈
壱
房
ニ
付
／
金
弐
分
宛
之
積
り
〉」「
一
艫
綱
錠
綱
八
房

但
〈
壱
房

ニ
付
／
銀
拾
匁
宛
〉」
と
見
え
、
ま
た
、「
一
麻
弐
俵
」
や
「
一
中
網
」
の
条
に
「
岩
あ
ば

四
つ
子
拾
六
房
」、「
荒
手
網
」
の
条
に
「
岩
あ
ば
四
つ
子
拾
六
房
／
壱
房
目
方
壱
貫
弐
百

目
」
な
ど
と
見
え
る
（
八
五
・
八
六
頁
）。「
荒
手
網
」
と
は
、
漁
網
の
両
端
、
ま
た
は
、

上
端
に
取
り
付
け
る
目
の
粗
い
網
。「
あ
ば
」
と
は
、
次
項
「
丸
」
の
条
に
見
え
る
「
あ

ば
縄
」
に
関
係
し
よ
う
。

一
亥
春
身
縄
壱
房
押
取
い
た
し
候
ニ
付
、
右
貸
金
壱
両
弐
分
遣
し
右
品
御
取
返
し
被
成

候
事（

江
戸
魚
問
屋
乱
妨
の
所
業
に
つ
き
金
谷
村
一
割
元
あ
て
詫
証
文
、
文
久
四
年
〈
一

八
六
四
〉
三
月
、
祭
魚
洞
文
庫
旧
蔵
水
産
史
料
尾
形
家
文
書
、『
千
葉
県
・
上
総
』、

二
三
二
頁
）

「
身
縄
み
な
わ

」（
水
縄
）
は
、
和
船
の
帆
桁
の
中
央
部
に
取
り
付
け
、
こ
れ
を
帆
柱
先
端
の

滑
車
せ

み

を
通
し
て
船
尾
に
と
る
太
い
麻
綱
を
い
い
、
こ
れ
で
帆
を
上
下
す
る
。

「
頭
」
の
条
に
引
い
た
房
州
の
文
書
に
も
次
の
よ
う
な
用
例
が
あ
る
。
廻
船
の
装
備
品

の
一
つ
で
あ
る
。

・
「
余
瀬
町
三
兵
衛
船
廻
米
請
負
手
形
御
蔵
米
船
積
手
形
之
事
」（
宝
暦
三
年
〈
一

七
五
三
〉
一
一
月
朔
日
、
鴨
川
市
永
井
家
文
書
）
に
、「
か
ゝ
す
　
弐
房
」「
檜
綱

六
房
」
と
見
え
る
。

・
「
余
瀬
町
仁
右
衛
門
船
廻
米
請
負
手
形
御
蔵
米
船
積
証
文
之
事
」（
寛
政
二
年

〈
一
七
九
○
〉
一
一
月
二
四
日
、
鴨
川
市
永
井
家
文
書
）
に
、「
か
ゝ
す
四
房
」

「
檜
綱
　
五
房
」
と
見
え
る
。

・
「
天
津
村
茂
右
衛
門
船
沖
船
頭
十
五
郎
乗
破
船
一
件
」（
安
永
三
年
〈
一
七
七
四
〉

八
月
二
六
日
、
館
山
市
正
木
家
文
書
）
の
「
乱
船
具

海
中

取
揚
之
品
々
」

の
リ
ス
ト
の
中
に
「
一
す
く
り
壱
房
　
一
苧
綱
　
房
　
一
玉
子
弐
房
　
／
一
中

縄
壱
房
　
一
乱
舟
具
」
云
々
と
見
え
る
。

・
「
差
上
申
口
書
証
文
之
事
」（
安
永
八
年
〈
一
七
七
九
〉
一
一
月
、
富
浦
町
三
浦

家
文
書
）
に
、「
一
身
縄
四
房
」「
一
檜
綱
弐
房
」「
一
市
波
綱
五
房
」「
一
蘭
苧
綱

弐
房
」
と
見
え
る
。

「
か
ゝ
す
」
は
、
か
が
そ
・
か
が
す
な
わ
・
か
が
お
づ
な
（
加
賀
苧
綱
）
と
も
い
い
、

加
賀
国
産
の
苧お

（
麻
）
を
綯な

っ
て
作
る
、
和
船
の
碇
綱
用
の
太
綱
を
い
う
（
３
）。「
檜
綱

ひ
の
き
づ
な

」
も

和
船
の
碇
綱
で
、
檜
を
薄
く
割
き
、
こ
れ
を
綯
っ
た
綱
で
あ
る
。
平
時
の
碇
泊
に
は
こ
れ

を
用
い
る
。「
す
ぐ
り
」
と
も
、
ま
た
、
す
ぐ
り
づ
な
・
ひ
づ
な
と
も
い
う
。「
市
波
綱
」

と
は
、「

麻
い
ち
び

綱
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
イ
チ
ビ
（
ア
オ
イ
科
の
一
年
草
）

の
茎
の
繊
維
で
作
る
綱
で
、
か
が
す
（
加
賀
苧
綱
）
に
次
ぐ
丈
夫
さ
を
も
ち
、
和
船
の
碇

綱
と
さ
れ
た
。
か
が
す
・
檜
綱
・

麻
い
ち
び

綱
の
三
綱
は
、
近
世
廻
船
の
主
要
な
碇
綱
と
さ
れ

る
。「
玉
子
た
ま
ご

」
と
は
、
和
船
に
用
い
る
綱
の
、
そ
の
端
を
輪
状
（
鶏
卵
形
）
に
作
っ
た
も

の
を
い
う
。
繋
留
・
接
続
な
ど
に
用
い
る
太
い
綱
は
、
結
束
が
容
易
で
な
い
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
こ
れ
を
縫
い
縒
っ
て
お
く
。「
身
縄
」
は
、
既
出
。
こ
れ
ら
の
綱
は
、
延
ば
せ
ば

一
本
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
が
、
使
わ
な
い
場
合
に
は
丸
め
て
置
か
れ
、
こ
れ
を
「
一
房
」

と
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

関
連
し
て
、
土
佐
の
捕
鯨
に
関
わ
る
『
津
呂
捕
鯨
誌

つ

ろ

ほ

げ

い

し

』（
キ
ラ
メ
ッ
セ
室
戸
ク
ジ
ラ
館

蔵
、
明
治
三
○
年
頃
写
）
に
よ
れ
ば
、
捕
鯨
船
の
（一）
勢
子
船

せ
こ
ぶ
ね

一
艘
分
の
附
属
船
具
の
中

に
「
漕
綱
　
一
房
」、
（二）
網
船
一
艘
分
の
そ
れ
に
「
掛
り
綱
　
四
房
」「
漕
綱
　
一
房
」、

（三）
持
双
船

も
っ
そ
う
ぶ
ね

一
艘
分
の
そ
れ
に
「
大
催
合
綱

（
も
や
い
づ
な
）

一
房
」「
特
双
カ
ヲ
ミ

（

マ

マ

）

二
房
」「
掛
り
綱

四
房
」
が
そ
れ
ぞ
れ
備
え
ら
れ
て
い
る
（
４
）。
勢
子
船
は
、
鯨
を
追
尾
し
、
捕
獲
す
る
。
網
船

（
二
艘
）
は
、
海
上
に
一
結
の
網
を
張
る
。
持
双
船
は
、
捕
え
た
鯨
を
二
艘
で
挟
み
つ
な

ぎ
、
鯨
寄
場
ま
で
引
い
て
行
く
役
目
の
船
で
あ
る
。

紀
州
太
地
浦
の
網
取
捕
鯨
業
和
田
組
に
関
す
る
「
用
達
書
」
に
は
、
勢
子
船
・
持
双
船

以
下
の
規
模
を
示
す
中
の
一
つ
に
「
ロ
ク
ロ
八
基
、
ロ
ク
ロ
縄
二
十
五
房
、
太
鼓
五
個
」

と
見
え
る
由
で
あ
る
。「
用
達
書
」
は
、
和
田
頼
治
（
延
宝
五
年
〈
一
六
七
七
〉
網
取
法

の
創
始
者
）
の
頃
の
も
の
と
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
次
の
よ
う
な
、「
つ
な
」
に
「
筋
」「
ツ
」、
ま
た
、「
帆
」
を
用
い
た
例
も

あ
る
。

一
房
州
長
狭
郡
内
浦
村
幾
右

（
マ
マ
）

衛
門
舟
十
一
端
帆
水
主
七
人
乗
ニ
御
座
候

一
か
ゝ
す
つ
な
　
一
筋

一
い
ろ
ひ
つ
な
　
一
帆

一
す
か
り
つ
な
　
九
ツ

一
わ
う
つ
な
　
　
二
ツ
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一
金
い
か
り
　
　
六
ツ
　
　
　
　
　
一
き
い
か
り
　
　
一
ち
や
う

一
ろ
　
　
　
　
　
六
ち
や
う
　
　
　
一
か
ぢ
柱
ミ
な
わ
は
づ
お

一
ミ
さ
お
と
ま
樽
釜
八
帆
は
し
り
道
具
少
も
不
足
無
御
座
候

右
之
通
ニ
御
座
候
、
随
分
念
を
入
諸
道
具
慥
ニ
御
座
候
、
為
後
日
仍
如
件
／
（
後
略
）

（
内
浦
村
幾
左
衛
門
船
道
具
手
形
舟
道
具
之
覚
、
元
禄
六
年
〈
一
六
九
三
〉
二
月
、

鴨
川
市
永
井
家
文
書
『
千
葉
県
・
安
房
』、
二
八
一
頁
））

「
十
一
端
（
反
）
帆
」
は
、
和
船
の
帆
の
大
き
さ
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。「
か
ゝ
す
つ

な
」「
金
い
か
り
」「
き
い
か
り
」「
ミ
な
わ
」
は
、
既
出
。「
い
ろ
ひ
つ
な
」「
す
か
り
つ

な
」「
わ
う
つ
な
」
は
、
帆
な
ど
の
操
作
に
関
わ
る
綱
で
あ
ろ
う
か
、
機
能
・
目
的
等
は

未
詳
。「
は
づ
お
」（
筈
緒
）
は
、
和
船
の
帆
柱
先
端
の
筈
に
取
り
付
け
て
船
首
へ
張
る
、

補
強
用
の
麻
綱
、「
ミ
さ
お
」（
水
棹
）
は
、
水
底
や
岩
な
ど
を
押
し
て
船
を
進
め
る
た
め

の
竹
棹
。

「
筋
」「
ツ
」
は
と
も
か
く
、「
帆ぼ

」
と
は
珍
し
い
助
数
詞
だ
が
、
実
は
、
こ
れ
は
右
の

「
房ば
う

」
に
同
じ
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
き
、『
日
葡
辞
書
』（
補
遺
）
に
、"Ich

ib
o.

イ
チ

ボ
（
一
ぼ
）

錨
の
綱
や
大
綱
の
数
え
方
。"

と
見
え
る
語
が
あ
る
（
６
）。
こ
の
「
ボ
」
と
は
、

ま
さ
し
く
「
房ば
う

」
の
音
の
変
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
語
末
のb

o

の
母
音o

に
は
開
音
・
合

音
の
符
号
が
付
い
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
脱
落
で
は
な
く
、
既
に
当
時
（
本
編
は
一
六
○

三
年
に
、「
補
遺
」
の
部
は
翌
年
に
出
版
さ
れ
た
）、「
房ば
う

」
の
音
の
体
母
音-au

が
オ
段
長

音
化
を
経
て
短
音
化
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
こ
れ
は
長
崎
あ
た
り

の
口
頭
語
形
か
と
も
考
え
た
が
、
右
の
房
州
（
千
葉
県
）
の
用
例
か
ら
す
れ
ば
、
一
七
世

紀
初
頭
に
は
広
い
地
域
で
短
音
化
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
地
方
に
よ
っ
て
は-

au

音
、
あ
る
い
は
、
そ
の
長
音
形
な
ど
が
残
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
今
日
に
も
、
広

島
側
で
は
「
女
房
に
ょ
ぼ

」（
美
人
の
意
）、
出
雲
側
で
は
「
女
房
に
ょ
ば

」（
女
性
の
意
）
と
い
う
と
い

っ
た
変
化
の
対
応
事
例
が
あ
る
。
地
方
差
は
、
当
然
考
え
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

助
数
詞
﹇
丸
﹈

ま
る
く
球
状
に
、
あ
る
い
は
、
団
塊
状
に
し
て
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
漁
網
用
の
あ

ば
縄
に
助
数
詞
「
丸ま
る

」
が
用
い
ら
れ
る
。

一
　
六
拾
三
貫
文

あ
ば
縄
　
百
四
拾
丸

直
ハ

弐
百
廿
五
文
か
へ

一
　
拾
九
貫
六
百
八
十
文
　
　
上
浦
出
　
　

あ
ば
縄
　
四
拾
壱
丸

直
ハ

弐
百
四
十
文
か
へ

一
　
七
十
四
貫
四
百
八
十
文

あ
ば
縄
　
百
九
十
六
丸

直
ハ

百
九
拾
文
　
な
ら
し

〆
三
百
七
十
七
丸

代
〆
百
五
十
七
貫
百
六
十
文

（
荒
物
商
人
紋
四
郎
よ
り
青
木
長
三
郎
宛
松
前
行
荒
物
買
入
帳
、
文
化
元
年
〈
一
八

○
四
〉
一
一
月
、
佐
渡
郡
畑
野
町
・
青
木
秀
夫
氏
蔵
、『
新
潟
県
史
九
』、
九
五
六
頁
）

「
あ
ば
縄
」
と
は
、
漁
網
の
上
・
下
端
に
付
け
る
太
い
ロ
ー
プ
の
こ
と
で
「
あ
ば
な
」

と
も
い
い
、
浮
子
縄
・
網
端
縄
と
書
く
。
漁
網
を
浮
か
せ
る
た
め
の
浮
子
を
付
け
る
縄
の

こ
と
と
も
説
明
さ
れ
る
（
建
て
網
の
か
た
縄
、
ト
ロ
ー
ル
網
の
ヘ
ッ
ド
・
ロ
ー
プ
に
相
当

す
る
）。
一
丸
＝
四
五
○
文
、
四
八
○
文
、
三
八
○
文
と
な
る
（
平
均
四
一
七
文
余
）。
こ

う
し
た
漁
業
用
具
や
日
常
品
な
ど
が
佐
渡
で
買
い
集
め
ら
れ
、
松
前
で
売
り
さ
ば
か
れ
た
。

こ
れ
に
つ
き
、
外
内
千
恵
子
氏
「
佐
渡
の
松
前
稼
ぎ
を
め
ぐ
っ
て
」（『
新
潟
県
史
研
究
』

第
一
五
号
、
昭
和
五
九
年
三
月
）
に
論
が
あ
る
。
同
氏
に
よ
れ
ば
、
海
鼠
引
縄
も
「
丸
」

（
一
丸
＝
一
四
○
文
）
で
数
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

一
　
足
駄
　
　
　
　
壱
足
　

一
　
網
縄
　
　
　
　
百
尋
　

一
　
鮎
籠
　
　
　
　
壱
ツ
　
　
　
五
拾
文

一
　
あ
ば
縄
　
　
　
壱
丸

（
あ
部
に
所
見
）

（
松
ヶ
崎
商
人
よ
り
同
所
番
所
宛
　
生
活
諸
物
資
の
値
段
書
上
帳
、
慶
応
二
年
〈
一

八
六
六
〉、
既
出
、『
新
潟
県
史
九
』、
九
六
六
頁
）

「
網
縄
」「
あ
ば
縄
」
同
じ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
だ
が
、
商
品
と
し
て
の
仕
立
て
方
が

違
う
の
で
あ
ろ
う
。

輪
竹
　
　
　
三
千
五
百
丸

金
七
百
円

鰯
網
　
　
　
拾
六
通
リ
　
　
　
　
　
　
金
千
弐
百
円

網
場
縄
　
　
五
万
九
千
丸

金
二
万
六
百
五
拾
円

ミ
ゴ
縄
　
　
八
万
三
千
尋
　
　
　
　
　
金
四
十
一
円
五
拾
銭

大
　
七
拾
文

小
　
五
拾
文

上
　
百
八
拾
文

下
　
九
拾
文

大
　
壱
貫
四
百
文

小
　
五
百
文
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（
本
州
所
産
ノ
食
物
器
具
薪
炭
等
ノ
数
量
価
金
ノ
申
牒
、
相
川
県
参
事
鈴
木
重
嶺
か

ら
内
務
卿
大
久
保
利
通
宛
、
明
治
八
年
三
月
三
一
日
、『
佐
渡
相
川
六
』、
八
二
頁
）

「
輪
竹
」
と
は
、
樽
・
盥
・

た

ら

い

桶
な
ど
を
作
る
際
に
タ
ガ
と
し
て
用
い
る
割
り
竹
。
豪
雪

地
に
は
太
い
竹
が
な
い
の
で
、
佐
渡
か
ら
売
り
込
ん
だ
ら
し
い
。「
一
丸
」
と
は
、
搬
送

の
都
合
上
、
そ
れ
を
軽
く
わ
が
ね
て
輪
状
に
し
た
も
の
か
、
ま
た
は
、
更
に
そ
れ
ら
を
束

ね
て
梱
包
し
た
も
の
か
で
あ
ろ
う
。「
ミ
ゴ
縄
」
は
、
稲
穂
の
芯
（
藁
　
わ
ら
み
ご

）
で
綯よ

っ
た
縄
。

細
く
て
し
っ
か
り
し
て
い
る
か
ら
、
漁
村
で
あ
れ
ば
、
魚
介
類
の
干
し
物
な
ど
を
連
結
す

る
折
な
ど
に
用
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
後
に
示
す
よ
う
に
、「
実
子
縄
」「
実
子
綱
」
等
と
も

あ
る
。

こ
の
文
書
に
は
、
ま
た
、
次
の
よ
う
な
紙
を
対
象
と
す
る
用
法
も
見
え
る
。

西
ノ
内
紙
　
弐
編
弐
束
七
帖
　
　
　
　
金
四
十
九
円
九
十
四
銭

内
山
紙
　
　
四
十
六
丸

金
百
十
九
円
六
十
銭

漉
返
半
紙
　
五
十
丸

金
四
十
七
円
五
十
銭

中
保
紙
　
　
六
十
一
丸

金
七
十
円
十
五
銭

漉
返
半
切
紙
、
藁
半
切
紙
に
は
「
枚
」
を
用
い
て
い
る
。
紙
数
の
単
位
は
、
時
・
所
に

よ
っ
て
差
異
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
国
東
治
兵
衛
著
『
紙
漉
重
宝
記

か
み
す
き
ち
ょ
う
ほ
う
き

』（
寛
政
一
○

年
〈
一
七
九
八
年
〉
刊
）
に
よ
れ
ば
、
石
州
半
紙
の
場
合
は
、
二
○
枚
ず
つ
を
一
折
、
そ

の
一
○
折
を
一
○
重
ね
し
て
一
〆
、
そ
の
六
〆
を
一
丸
と
す
る
。
一
〆
＝
二
、
○
○
○
枚
、

一
丸
＝
一
二
、
○
○
○
枚
と
な
る
。
こ
の
大
量
の
紙
を
梱
包
す
れ
ば
、
分
厚
い
、
し
か
し
、

周
囲
の
角
の
つ
ぶ
れ
た
よ
う
な
形
体
と
な
ろ
う
。

売
　
あ
ば
縄
　
　
　
三
一
五
・
四
一
・
三
　
　
　
三
一
八
丸

〃
　
竹
　
　
　
　
　
　
　
八
・
五
○
・
○
　
　
　
九

（
宿
根
木
の
佐
藤
伊
左
衛
門
所
持
の
高
砂
丸
が
、
越
後
・
北
海
道
と
商
取
引
し
た
と

き
の
記
録
「
三
十
七
年
六
月
一
日
北
海
道
登
別
」、
佐
藤
伊
左
衛
門
家
文
書
、
明
治

三
七
年
〈
一
九
○
四
〉『
小
木
町
下
』、
四
四
五
頁
）

〃
（
買
）

生
蝋
　
　
　
　
三
一
叺
　
　
三
二
一
・
四
八
・
三
　
　
糸
崎

〃
（
買
）

長
灯
心
　
　
　
　
三
丸

七
・
九
二
　
　
　
　
大
坂

（
浜
田
嘉
平
次
家
住
吉
丸
の
取
引
差
引
帳
、
明
治
二
三
年
〈
一
八
九
○
〉、『
小
木
町

史
上
』、
四
四
○
頁
）

「
明
治
二
三
年
二
番
登
リ
差
引
帳
」
の
八
月
・
買
の
条
の
一
部
で
あ
る
。
他
に
も
「
長

灯
心
　
　
三
丸
」
と
見
え
る
。
鞠
や
手
ま
り
の
よ
う
な
球
状
に
丸
め
た
も
の
を
数
え
る
の

で
あ
ろ
う
。

〃
（
買
）

晒
蝋
　
　
　
　
　
三
丸

三
六
・
七
五
・
○
　
　
堺

ま
た
、「
二
番
登
リ
下
リ
差
引
帳
」（
明
治
二
四
年
一
○
月
二
七
日
）
に
は
右
の
よ
う
に

見
え
る
。
ハ
ゼ
ノ
キ
の
果
実
か
ら
採
取
さ
れ
る
脂
肪
を
木
蝋
も
く
ろ
う

と
い
い
、
採
取
し
た
ま
ま
の

も
の
を
生
蝋
、
晒
し
た
も
の
を
晒
蝋
と
い
う
。
こ
の
「
晒
蝋
」
が
ど
ん
な
用
途
・
形
態

（
形
体
）
に
あ
る
も
の
か
不
詳
だ
が
、
助
数
詞
「
丸
」
か
ら
推
せ
ば
、
右
の
「
長
灯
心
」

と
関
係
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
古
葉
た
は
こ
三
丸

（
売
仕
切
、
江
戸
初
期
ヵ
、
五
月
二
二
日
、
船
登
源
兵
衛
家
文
書
、『
佐
渡
相
川
四
』、

六
五
一
頁
）

古
葉
た
ば
こ
と
は
、
そ
の
乾
燥
さ
せ
た
葉
で
あ
ろ
う
。「
丸
」
と
は
、
分
厚
く
梱
包
し

た
形
体
物
を
対
象
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

百
八
十
二
匁
　
　
大
印
　
半
紙
三
丸

五
十
三
匁
八
分
　
ヵ
印
　
半
紙
一
丸

五
十
一
匁
五
厘
　
ヵ
印
　
半
紙
一
丸

（
大
坂
の
薩
摩
屋
市
左
衞
門
よ
り
船
登
源
兵
衛
宛
大
坂
買
物
覚
、
元
禄
九
年
〈
一
六

九
六
〉、
佐
渡
郡
相
川
町
・
船
登
忠
晴
氏
所
蔵
、『
新
潟
県
史
九
』、
七
二
九
頁
）

こ
れ
も
紙
の
半
紙
を
対
象
と
す
る
。

佐
渡
は
、
幕
府
の
中
国
向
け
の
輸
出
品
で
あ
る
俵

物

た
わ
ら
も
の

（
煎
海
鼠

い

り

こ

・
干
鮑
・
鱶
鰭
ふ
か
ひ
れ

）
を

生
産
し
た
が
、
隠
岐
も
同
様
で
あ
っ
た
（
７
）。
そ
の
隠
岐
に
は
、
俵
物
の
送
り
状
が
通
帳
の
形

で
残
っ
て
い
る
（
村
尾
益
行
所
蔵
文
書
、
文
政
一
二
年
〈
一
八
二
九
〉
六
月
、
後
半
を
略

し
た
）。

長
崎
廻

御
用
俵
物
送
状
之
事

大
庄
屋
改
封
印

隠
州

一
、
煎
海
鼠
正
味
弐
千
六
百
四
拾
弐
斤
　
弐
拾
七
丸

此
皆
掛
弐
千
七
百
八
拾
斤

同

ま
り
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一
、
干
鮑
　
正
味
八
百
九
拾
四
斤
三
合
　
九
丸

此
皆
掛
九
百
四
拾
四
斤
八
合

（
荒
居
英
次
著
『
近
世
海
産
物
経
済
史
の
研
究
』〈
注
（
７
）
文
献
〉、
名
著
出
版
、

三
○
五
頁
に
よ
る
）

「
隠
州
嶋
前
俵
物
買
集
世
話
人
／
別
府
村
　
酒
屋
伴
五
郎
（
印
）」
か
ら
「
長
崎
俵
物

方
／
御
役
所
」
宛
の
文
面
で
、
末
尾
に
「
右
之
通
、
俵
造
相
改
積
入
申
候
、
以
上
／
俵
物

取
締
世
話
役
／
大
庄
屋
　
官
蔵
（
印
）」
と
あ
る
。
請
負
わ
さ
れ
た
村
々
か
ら
納
め
ら
れ

た
俵
物
を
買
集
世
話
人
が
買
い
集
め
、
品
質
・
量
目
な
ど
を
点
検
・
管
理
・
梱
包
し
、
出

荷
（
船
積
み
）
す
る
。
右
は
、
そ
う
し
て
「
俵
造
」、
即
ち
、
俵
装
に
し
た
も
の
を
「
丸
」

で
数
え
る
。
煎
海
鼠
・
干
鮑
の
「
一
丸
」
の
重
量
は
、
正
味
で
約
九
七
・
九
斤
、
ま
た
は
、

約
九
九
・
四
斤
、
梱
包
用
の
縄
・
莚
の
重
量
は
五
斤
（
余
）
と
な
る
。
こ
の
重
量
は
、
産

地
か
ら
の
積
み
出
し
時
に
お
け
る
も
の
ら
し
い
。

幕
府
が
俵
物
公
貿
易
を
開
始
し
た
元
禄
一
一
年
（
一
六
九
八
）
に
は
、
そ
の
一
俵
が

「
正
味
百
弐
拾
斤
入
」
に
公
定
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
（
同
右
、
三
八
六
頁
）、
手
許
の
資
料

に
よ
れ
ば
、
そ
の
輸
出
海
産
物
の
「
丸
作
り
定
斤
数
」
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

『
○
（
朱
）
』
俵
物
丸
作
り
定
斤
数

一
煎
海
鼠
　
　
　
　
壱
丸
　
　
百
弐
拾
斤
入

一
干
あ
わ
ひ
　
　
　
壱
丸
　
　
右
同
斤
入

一
こ
ん
ふ
　
　
　
　
壱
丸
　
　
右
同
斤
入

一
は
か
ね
こ
ん
ふ
　
壱
丸
　
　
百
斤
入

一
鯣
　
　
　
　
　
　
壱
丸
　
　
百
弐
拾
斤
入

一
と
さ
か
　
　
　
　
壱
丸
　
　
右
同
斤
入

一
所
天
草
　
　
　
　
壱
丸
　
　
八
拾
斤
入

一
椎
　
茸
　
　
　
　
壱
丸
　
　
五
拾
斤
入

一
黄
　
連
　
　
　
　
壱
丸
　
　
弐
拾
五
斤
入

一
茯
　
苓
　
　
　
　
壱
丸
　
　
百
斤
入

一
黄
　
柏
　
　
　
　
壱
丸
　
　
八
拾
斤
入

一
塩
　
鰯
　
　
　
　
壱
丸
　
　
百
斤
入

一
鱶
　
鰭
　
　
　
　
壱
丸
　
　
六
拾
斤
入
　

一
干
　
貝
　
　
　
　
壱
丸
　
　
八
拾
斤
入

一
野
　
紫
　
　
壱
丸
　
　
八
拾
斤
入

一
川

壱
丸
　
　
六
拾
斤
入
　
　

〆
　
（
マ
マ
）

（
華
蛮
交
市
洽
聞
記
、
六
、『
長
崎
県
史
　
史
料
編
　
第
四
』、
一
九
六
五
年
、
吉
川

弘
文
館
、
三
八
七
頁
）

「
唐
船
代
り
物
俵
物
諸
色
請
負
方
大
意
書
」
の
「
唐
人
買
渡
直
段
」
に
も
次
の
よ
う
に

見
え
る
（
行
間
を
省
く
）。

一

、
壱

（
壱
斤
に
付
九
分
）

番
煎
海
鼠
　
　
正
味

壱
丸
百
弐
拾
斤
入

一

、
壱
番

（
壱
斤
に
付
壱
匁
四
分
）

干
鮑
　
　
　
同

右
同
断

一

、
鱶

（
壱
斤
に
付
弐
匁
）

鰭
　
　
　
　
　
同

壱
丸
六
拾
斤
入
　

（『
近
世
社
会
経
済
叢
書
』
第
七
巻
、
昭
和
一
二
年
、
改
造
社
、
一
七
一
頁
）

実
際
の
「
一
丸
」
は
、
こ
の
正
味
に
、
梱
包
用
の
縄
・
莚
（
煎
海
鼠
・
干
鮑
）
や
菰
莚

（
鱶
鰭
）
な
ど
の
重
量
が
加
算
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
結
束
物
に
助
数
詞
「
丸
」
を
用
い
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
そ
の
「
一

丸
」
を
作
る
縄
の
長
さ
に
よ
り
、
そ
の
束
の
規
格
を
示
す
こ
と
も
あ
る
。
参
考
ま
で
に
次

を
あ
げ
て
お
く
。

一
　
味
噌
壱
樽
　
　
正
味
拾
貫
七
百
目
風
袋
弐
貫
三
百
目

一
　
割
木
五
拾
束
　
但
、
弐
尺
五
寸
縄
ニ
而

（
小
判
所
請
負
證
文
之
写
、
享
保
元
年
〈
一
七
一
六
〉
ヵ
、『
佐
渡
相
川
七
』、
二
九

八
頁
）

こ
の
割
木
一
束
は
、
二
尺
五
寸
の
縄
で
作
る
と
指
定
さ
れ
て
い
る
。

一
　
御
運
上
萱
　
塩
尻
組
百
六
拾
八
束

内

但
　
五
尺
縄

拾
九
束
　
並
束
ニ
い
た
し
弐
拾
八
束
半

上
塩
尻
村
　

壱
束
　
壱
束
半
と
心
得
べ
し

日
限
被
　
仰
付
次
第
納
ル

其
余
年
中
御
買
上
萱
被
　
仰
付
次
第
差
出
べ
し
、
尤
代
金
壱
分
ニ

付
拾
七
駄
之
直

段
ニ
而

被
下
御
買
上
、
萱
者

四
尺
縄
、

一
御
餝
り
藁
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馬
草
藁
　
　
　
但
　
四
尺
縄

右
年
中
被
　
仰
付
次
第
出
、

苅
豆
　
壱
連
五
寸
廻
り
、
御
買
上
、

被

仰
付
次
第

御
厩
へ
出
、
尺
縄
極
り
な
し
之
様
ニ

相
成
、
難
渋
旨
御
聴
ニ

達
し
、

（
中
略
）

一
諏
訪
部
大
橋
へ
出
　

太
縄
　
壱
把
六
尺
た
ぐ
り
八
十
尋
、
触
参
り
候
ハ
ヽ
、
組
頭
へ
申
聞
、
割
合
い
た

さ
せ
□
付
拵
さ
せ
、
な
い
つ
ぎ
ニ

い
た
し
出
す
、
こ
す
り
縄
な
り
、

並
縄
　
壱
わ
同
断

こ
す
り
不
申
、

縄
よ
り
少
々
太
く
、
毛
之
あ
ま
り
沢
山
無
之
様
心
付

出
す
へ
し
、

案
敷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
略
）

（
上
塩
尻
村
庄
屋
年
中
行
事
、
上
田
市
上
塩
尻
・
原
亮
氏
蔵
、『
長
野
県
史
一
』、
五

七
六
頁
）

東
信
地
方
の
近
世
文
書
だ
が
、
年
次
は
未
詳
で
あ
る
。
上
塩
尻
村
か
ら
運
上
（
運
送
上

納
）
す
る
萱
は
一
九
束
で
あ
る
、
こ
れ
は
五
尺
縄
に
よ
る
も
の
で
あ
る
、
五
尺
縄
の
一
束

は
並
束
の
一
・
五
束
に
当
る
の
で
、
五
尺
縄
一
九
束
は
並
束
二
八
・
五
束
に
換
算
さ
れ
る
。

萱
の
並
束
と
は
、
四
尺
縄
で
あ
ろ
う
。
馬
草
藁
も
四
尺
縄
で
束
ね
る
。「
苅
豆
」
と
は
、

青
刈
り
大
豆
の
こ
と
。
そ
の
一
連
は
、「
五
寸
廻
り
」、
即
ち
、
藁
し
べ
二
本
く
ら
い
で
周

囲
五
寸
に
束
ね
る
の
で
あ
ろ
う
。「
尺
縄
極
り
な
し
」
と
は
、
束
の
周
囲
（
太
さ
）
に
決

ま
り
の
な
い
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。「
太
縄
」
の
条
に
、「
六
尺
た
ぐ
り
八
十
尋
」
と

あ
る
の
は
、
一
尋
＝
六
尺
を
い
い
、
こ
の
八
○
尋
を
「
一
把
」
と
い
う
。「
な
い
つ
ぎ
」

は
、
太
縄
を
継
い
で
長
く
す
る
方
法
で
、
お
そ
ら
く
、
継
ぐ
方
と
継
が
れ
る
方
と
、
双
方

の
端
の
縒
り
を
一
旦
ゆ
る
め
、
こ
れ
を
絡
め
な
が
ら
綯な

い
継
い
で
い
く
の
で
あ
ろ
う
。
目

立
っ
た
コ
ブ
状
の
継
ぎ
目
が
で
き
ず
、
継
ぎ
目
も
強
い
。「
こ
す
り
縄
」
と
は
、
綯
っ
た

ま
ま
の
縄
は
毛
羽
立

け

ば

だ

っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
屑
縄
な
ど
で
擦こ
す

っ
て
取
り
、
使
い
や
す
く

仕
上
げ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
一
定
の
長
さ
の
縄
で
野
菜
や
檜
皮
・
薪
な
ど
を
結
束
す
る
こ
と
は
、
は
や
く

奈
良
・
平
安
時
代
か
ら
見
え
て
い
る
。

石
屋
社
〈
薪
百
束
、
為
縄
二
尺
五
寸
〉

（
神
祇
官
諸
社
年
貢
注
文
、
永
万
元
年
〈
一
一
六
五
〉
六
月
、『
平
安
遺
文
』、
三
三

五
八
番
文
書
）

大
麻
社
〈
炭
五
十
籠
　
薪
五
十
束
〈
三
尺
五
寸
為
縄
〉〉

（
同
右
）

吉
田
光
由
著
『
塵
劫
記
』
に
は
、
同
様
の
方
法
で
檜
皮
や
竹
の
束
（
一
〆
）
を
作
る
場

合
の
計
算
方
法
が
教
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
右
の
「（
壱
連
五
寸
）
廻
り
」
と
い
う
表
現
に
関
連
し
、「
一
　
三
尺
廻
り
以
上

之
木
伐
候
節
、
向
後
壱
本
ニ

付
壱
匁
宛
可
差
出
事
」（
吉
田
右
内
様
・
神
山
三
郎
左
衛
門

様
　
御
書
出
留
、
寛
延
元
年
〈
一
七
四
八
〉、
鹿
伏
・
佐
藤
善
兵
衛
家
文
書
、『
佐
渡
相
川

五
』、
四
○
一
頁
）
と
見
え
る
も
の
が
あ
る
。
立
木
の
大
き
さ
（
太
さ
）
を
い
う
も
の
で

あ
る
。一

萱
　
　
　
　
壱
駄
　
　
　
　
壱
束
五
尺
丸

運
上

右
御
運
上
之
外
、
御
入
用
之
節
ハ
四
尺
丸
ニ

拵
上
納
仕
、
時
之
相
場
ヲ

以
テ

毎
暮
代
料
御
下
ケ
被
下
候
、

一
薪
　
　
　
　
六
百
拾
束
　
　
　
　
弐
尺
　
　
　
五
寸
丸

右
御
入
用
之
外
ハ
、
時
之
以
相
場
毎
暮
代
納
ニ
仕
候
、

（
金
剛
寺
村
ノ
差
出
帳
、
上
田
金
剛
寺
　
金
剛
寺
共
有
文
書
、
明
治
四
年
〈
一
八
七

一
〉
九
月
、『
長
野
県
史
一
』、
六
○
九
頁
）

萱
一
駄
の
、
一
束
は
周
囲
五
尺
と
し
て
運
上
す
る
。
御
運
上
以
外
で
は
、
周
囲
四
尺
に

拵
え
る
。
ま
た
、
薪
は
、
長
さ
二
尺
、
周
囲
五
寸
で
束
ね
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。「
五

尺
丸
」「
四
尺
丸
」「
五
寸
丸
」
と
は
、
長
さ
五
尺
、
四
尺
、
五
寸
の
縄
・
細
縄
で
束
ね
る

と
の
意
味
で
あ
ろ
う
。

助
数
詞
﹇
筋
﹈

「
碇
縄
」「
輪
竹
」
を
「
筋す
ぢ

」
で
数
え
る
。
先
に
は
、「
輪
竹
　
三
千
五
百
丸

金
七

百
円
」
と
見
え
た
。

一
碇
縄
　
　
　
　
拾
筋

三
百
文

（
松
ヶ
崎
商
人
よ
り
同
所
番
所
宛
　
生
活
諸
物
資
の
値
段
書
上
帳
、
慶
応
二
年
〈
一

八
六
六
〉、
既
出
、『
新
潟
県
史
九
』、
九
六
三
頁
）

一
輪
竹
　
　
　
　
百
筋（

同
右
、
九
六
四
頁
）

〜
〜
〜

大
　
四
百
文

小
　
三
百
文
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関
連
し
て
、
川
、
町
の
通
り
を
「
筋
」
で
数
え
た
例
が
あ
る
。

一
、
大
川
　
壱
筋

但
、

入
会
川
　

（
差
上
申
一
札
之
事
、
文
政
一
三
年
〈
一
八
三
○
〉
九
月
、『
佐
渡
相
川
一
』、
四
四

七
頁
）

一
、
新
潟
古
地

引
移

但
　
町
数
弐
十
七
丁
　
通
五
筋

町
数
四
拾
五
丁

（
新
潟
寺
社
由
来

新
潟
郷
建
湊
法
諸
廻
船
式
法
等
、
燕
市
更
科
家
文
書
、
既
出
）

元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
の
新
潟
湊
の
状
況
を
記
し
た
条
で
あ
る
。

助
数
詞
﹇
帖
（
乗
）﹈

助
数
詞
「
帖
」
は
、
幕
・
紙
な
ど
の
折
り
畳
ん
だ
も
の
を
数
え
、「
畳
」
に
通
じ
る
よ

う
だ
が
、
漁
網
を
対
象
と
し
た
例
が
あ
る
。

一
金
子
合
三
百
三
拾
七
両
壱
分
　
地
旅
網
数
六
拾
三
帖
分

（
浜
行
川
村
入
網
運
上
金
受
取
証
文
、
延
宝
六
年
〈
一
六
七
八
〉
五
月
、
勝
浦
市
三

葛
木
家
文
書
、『
千
葉
県
・
上
総
』、
二
三
九
頁
）

尤
網
数
之
儀
者

平
均
一
年
ニ

網
壱
乗
ニ

付
引
揚
ケ
高
五
千
俵
与
積
り
、（
後
略
）

（
干
鰯
直
積
仕
法
に
つ
き
粟
生
村
惣
兵
衛
よ
り
尾
張
藩
へ
の
書
上
、
子
年
一
一
月
、

九
十
九
里
町
飯
高
家
文
書
、『
千
葉
県
・
上
総
』、
一
三
二
頁
）

此
段
当
村
々
ニ
而
地
引
網
株
拾
九
乗
有
之
先
年

引
来
、（
後
略
）

（
泉
州
村
々
へ
の
干
鰯
売
捌
き
方
お
尋
ね
に
つ
き
片
貝
村
返
答
書
、
文
政
八
年
〈
一

八
二
五
〉
二
月
、
九
十
九
里
町
飯
高
家
文
書
、『
千
葉
県
・
上
総
』、
一
三
五
頁
）

二
例
目
は
網
を
、
三
例
目
は
地
引
網
の
「
株
」
を
数
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
共
に
、
漁

網
を
対
象
と
す
る
「
乗
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
別
に
、
漁
網
を
「
帖
」
で
数

え
た
例
が
あ
る
な
ら
、
こ
れ
ら
は
、
ま
ず
、
そ
の
宛
字
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
因

み
に
、
こ
れ
ら
の
字
音
仮
名
遣
い
は
「
帖で
ふ

」「
乗
じ
ょ
う
」「
状
じ
ゃ
う
」
で
あ
る
。
四
つ
仮
名
・
開
合
の

乱
れ
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

紙
を
対
象
と
し
た
例
に
は
、「
仙
過
壱
帖
」「
色
紙
取
合
五
状
（
マ
マ
）」「

赤
紙
三
帖
」、「
色
紙

取
合
十
帖
」（
館
山
栖
原
屋
よ
り
の
現
金
荷
物
通
帳
、
弘
化
四
年
〈
一
八
四
七
〉
正
月
、

館
山
市
海
老
原
家
文
書
、『
千
葉
県
・
安
房
』、
三
三
七
・
三
四
○
頁
）
が
あ
る
。

二
、
対
象
物
の
様
態
に
関
わ
る
助
数
詞
―
尋

助
数
詞
﹇
尋
﹈

右
の
「
丸
」
の
条
に
、「
一
　
網
縄
　
　
百
尋

」（
松
ヶ
崎
商
人
よ
り
同

所
番
所
宛
　
生
活
諸
物
資
の
値
段
書
上
帳
）、「
ミ
ゴ
縄
　
八
万
三
千
尋

金
四
十
一
円
五

拾
銭
」（
本
州
所
産
ノ
食
物
器
具
薪
炭
等
ノ
数
量
価
金
ノ
申
牒
）
と
見
え
た
。
前
者
に
は
、

ま
た
、
次
の
よ
う
に
も
見
え
、
ま
た
、
あ
ば
縄
も
「
尋ひ
ろ

」
で
表
現
し
た
も
の
が
あ
る
。

一
　
実
子
縄
　
　
　
壱
把
　
但
五
拾
尋
入
　
弐
拾
文

一
　
実
子
箒
　
　
　
壱
本
　
　
　
拾
五
文

一
　
実
子
綱
　
　
　
壱
尋

百
文
　
　
　
　
　
　
（
み
部
に
所
見
）

（
松
ヶ
崎
商
人
よ
り
同
所
番
所
宛
　
生
活
諸
物
資
の
値
段
書
上
帳
、
慶
応
二
年
〈
一

八
六
六
〉、
既
出
、『
新
潟
県
史
九
』、
九
六
六
頁
）

一
　
阿
波
縄
六
拾
万
弐
千
三
百
余
尋

代
銭
五
百
壱
貫
五
百
壱
貫
九
百
拾
六
文

但
、
十
尋
ニ
付
八
文
ツ
ヽ

（
寛
政
十
二
申

一
ヶ
年
分
四
十
物

国
産
之
内
他
国
出
高
凡
書
付
、
寛
政
一
二
年

〈
一
八
○
○
〉、『
佐
渡
相
川
七
』、
五
九
三
頁
）

三
、
対
象
物
の
組
成
に
関
わ
る
助
数
詞
―
通
・
株

助
数
詞
﹇
通
﹈

先
の
「
丸
」
の
条
に
、「
鰯
網
　
　
拾
六
通
リ

金
千
弐
百
円
」（
本
州
所
産
ノ

食
物
器
具
薪
炭
等
ノ
数
量
価
金
ノ
申
牒
）
と
見
え
る
が
、
同
様
、
網
、
ま
た
、
縄
な
ど
を

対
象
と
し
て
「
通
と
ほ
り
」
が
用
い
ら
れ
る
。
組
、
ま
た
は
揃
い
に
な
っ
た
も
の
を
数
え
た
ら
し

い
。

鮭
網
拾
通

同
小
網
九
通

春
網
一
八
通

船
数
　
六
百
艘
程
但
海
川
共
ニ

（
新
潟
寺
社
由
来

新
潟
郷
建
湊
法
諸
廻
船
式
法
等
、
燕
市
更
科
家
文
書
、
一
八
世

紀
後
半
写
ヵ
、『
新
潟
県
史
研
究
』
第
六
号
）

戸
地
戸
中

大
　
七
拾
文

小
　
五
拾
文

明
暦
元
年
未
元
文
三
午
年
迄

八
十
四
年
ニ
成
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近
世
文
書
に
お
け
る
船
舶
・
漁
業
の
装
備
に
関
す
る
助
数
詞
（
三
保
）

宝
永
七
年
（
一
七
一
○
）
の
新
潟
寺
社
由
来
と
湊
の
状
況
を
記
し
た
条
で
あ
る
（
田
子

了
祐
氏
の
史
料
紹
介
に
よ
る
）。

玉
筋
魚
網
　
　
一
通

鱈
　
　
網
　
　
一
通

（
羽
茂
郡
犬
神
平
村
・
奉
差
上
御
請
書
之
事
、
文
久
三
年
〈
一
八
六
三
〉
一
二
月
、

犬
神
区
有
文
書
、『
小
木
町
下
』、
二
六
五
頁
）

「
玉
筋
魚
」
と
は
、
コ
ウ
ナ
ゴ
（
イ
カ
ナ
ゴ
）
の
こ
と
。

（
前
略
）

同
似
り
作
賃
　
三
分
　
平
皮
作
賃
　
弐
分
弐
厘
　
是
者
横
縄
五
通
立
縄

十
文
字
ニ
作
申
分
　
　
平
皮
作
賃
　
　
　
　
　
壱
分
五
厘
　
　
斗
揃
作
　

壱
分
　
二
重
皮
作
賃
　
　
　
　
　
　
弐
分
五
厘
　
（
後
略
）

（
新
潟
寺
社
由
来

新
潟
郷
建
湊
法
諸
廻
船
式
法
等
、
燕
市
更
科
家
文
書
、
既
出
）

正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
の
新
潟
小
揚
水
揚
作
賃
銀
目
究
の
条
か
ら
引
い
た
。
割
書
中

の
用
例
の
傍
線
は
省
い
た
。

一
　
綱
打
道
具
　
　
壱
通
り

（
つ
部
に
所
見
）

（
松
ヶ
崎
商
人
よ
り
同
所
番
所
宛
生
活
諸
物
資
の
値
段
書
上
帳
、
慶
応
二
年
〈
一
八

六
六
〉、
既
出
、『
新
潟
県
史
九
』、
九
六
五
頁
）

助
数
詞
﹇
株
﹈

対
象
物
の
組
成
に
関
わ
る
も
の
と
い
え
ば
語
弊
が
あ
る
が
、
抽
象
的
な
地
位
・
身
分
・

権
利
を
数
え
る
「
株
」
と
い
う
助
数
詞
が
あ
る
。

一

此
度
我
等
支
配
村
方
小
買
七
株
改
正
ニ
取
極
ニ
相
成
候
に
付
規
定
之
通
相
守
可
申

候（
富
津
村
地
小
買
株
改
正
取
り
決
め
に
つ
き
一
札
、
嘉
永
四
年
〈
一
八
五
一
〉
一
二

月
、
富
津
市
織
本
家
文
書
、『
千
葉
県
・
安
房
』、
二
二
五
頁
）

一
　
鱈

延
縄
漁
師
株
壱
株

（
漁
師
株
売
渡
証
書
、
大
正
二
年
一
○
月
四
日
、『
両
津
町
史
』）

こ
れ
は
、
鱈
場
古
漁
師
株
に
関
す
る
権
利
で
あ
る
。
鱈
場
に
つ
い
て
は
、
何
艘
場
と
い

っ
て
船
数
を
限
定
す
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ
り
、
対
岸
の
越
後
側
の
出
雲
崎
で
も
、
出
雲
崎

町
名
主
所
に
「
鱈
場
株
壱
基

持
主
八
兵
衛
」
と
登
録
し
た
（『
寺
崎
・
出
雲
崎
』
新
潟

県
文
化
財
調
査
年
報
第
16
、
民
族
１
）、
と
さ
れ
る
（
８
）。

四
、
対
象
物
の
処
置
方
法
に
関
わ
る
助
数
詞
―

〆

助
数
詞
﹇
〆
﹈

「
〆し
め

」
は
、
束
ね
た
も
の
を
数
え
る
助
数
詞
で
あ
る
。

一
　
藁
只
今
迄
之
半
減
積
納
可
申
事

只
今
迄
　
　
　
千
三
百
七
拾
四
〆

向
後
　
　
　
　
六
百
八
拾
〆

但
シ
面
立
御
普
請
有
之
節
者
各
別
之
事
　
　
／
（
中
略
）

一
　
薪
大
概
只
今
迄
之
半
減
之
積
り
事

只
今
迄
　
　
　
五
千
八
百
〆
余

０

向
後
　
　
　
　
三
千
〆

（
吉
田
右
内
様
・
神
山
三
郎
左
衛
門
様
　
御
書
出
留
、
寛
延
元
年
〈
一
七
四
八
〉、
既

出
、『
佐
渡
相
川
五
』、
四
○
一
頁
）

右
は
、
そ
の
大
き
さ
を
記
さ
な
い
が
、「
一
薪
壱
束
　
　
但
、
三
尺
縄
〆

銭
壱
文
宛
」

（
水
津
御
番
所
付
問
屋
他
国
出
入
之
品
場
銭
帳
、
安
永
八
年
〈
一
七
七
九
〉、『
新
潟
県
史

九
』、
九
六
七
頁
）
と
見
え
る
例
が
参
考
に
な
る
。
次
は
、
一
〆
は
「
三
尺
縄
」
と
あ
る
。

一
　
か
ら
竹
　
　
壱
〆

但
三
尺
縄
　
　
　
　
弐
百
五
拾
文
　
（
か
部
に
所
見
）

（
松
ヶ
崎
商
人
よ
り
同
所
番
所
宛
　
生
活
諸
物
資
の
値
段
書
上
帳
、
慶
応
二
年
〈
一

八
六
六
〉、
既
出
、『
新
潟
県
史
九
』、
九
六
七
頁
）

こ
の
文
書
か
ら
は
幾
例
か
の
用
例
を
引
い
て
き
た
が
、「
草
鞋
　
拾
足
」「
草
履
　
拾
足
」

「
蒲
緒
　
百
足
」「
馬
沓
　
拾
足
」「
深
沓
　
壱
足
」「
足
駄
　
壱
足
」「
竹
の
皮
笠
　
　

壱
蓋
」「
菅
笠
　
壱
蓋
」「
机
　
壱
脚
」「
前
机
　
壱
脚
」「
串
柿
　
一
連
」「
松
木
臼
　

壱
柄
」「
槻
臼
　
壱
か
ら
」「
碁
盤
　
壱
面
」「
将
棋
盤
　
壱
面
」「

風
　
壱
双
」
と

い
っ
た
助
数
詞
に
併
せ
、「
茶
箪
笥
　
壱
本
」「
帳
た
ん
す
　
壱
ツ
」「
重
た
ん
す
　
壱
本
」

「
た
ん
す
　
壱
本
」「
長
櫃
　
壱
ツ
」「
米
櫃
　
壱
ツ
」
と
い
っ
た
新
し
い
「
つ
」
の
用
法

も
多
く
見
え
る
。

但
横
縄
五
通

立
縄
弐
通

横
縄
三
通

五
斗
入

但
横
縄
五
通

立
縄
弐
通

大
　
壱
貫
文

小
　
五
百
文
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近
世
文
書
に
お
け
る
船
舶
・
漁
業
の
装
備
に
関
す
る
助
数
詞
（
三
保
）

五
、
器
物
・
乗
物
類
に
関
わ
る
助
数
詞
―
艘
・
乗
・
網
・
固
（
箇
・
個
）

助
数
詞
﹇
艘
﹈

「
艘さ
う

」
は
、
木
製
の
容
器
「
ふ
ね
」
に
出
る
。
大
型
の
廻
船
（
帆
船
）
も
小
型
の
漁
船

も
、
基
本
的
に
は
「
一
艘
い
っ
さ
う

二
艘
」
と
数
え
る
。

若
、
舟
壱
艘
成
共
我
ま
ゝ
い
た
し
申
、
万
一
外
ニ
付
申
候
ハ
ヽ
、
く
わ
た
い
銀
と
し
て

銀
壱
枚
可
遣
候
、

（
下
山
九
郎
右
衛
門
殿
下
屋
敷
買
入
れ
の
手
形
證
文
、
寛
文
七
年
〈
一
六
六
七
〉
七

月
一
五
日
、
石
見
善
四
郎
家
文
書
、『
佐
渡
相
川
一
』
一
九
三
頁
）

廻
船
五
千
艘
程
之
内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
略
）

（
新
潟
寺
社
由
来

新
潟
郷
建
湊
法
諸
廻
船
式
法
等
、
燕
市
更
科
家
文
書
、
既
出
）

口
頭
語
な
ら
「
い
っ
ぱ
い

に
は
い
」
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
文
字
に
は
見
え

な
い
。
た
だ
、「
つ
」
と
数
え
た
例
が
あ
る
。

当
村
中
惣
段
ニ
而
御
公
儀
様
蚫
役
猟
船
四
つ
か
く
し
置
申
所
実
正
也
、

（
手
形
仕
事
、
元
禄
一
四
年
〈
一
七
○
一
〉
二
月
、
姫
津
村
区
有
文
書
、『
佐
渡
相
川

一
』、
一
九
五
頁
）

「
艘
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
例
に
も
注
意
さ
れ
る
。「
鍛
冶
株
」
と
は
、
そ
の
営
業
権

の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
（「
株
」
参
照
）。

一
、
鍛
冶
株
一
ツ
　
　
但
シ
道
具
者

古
ふ
い
ご

（

鞴

）

一
艘
也

（
羽
茂
本
郷
の
市
郎
兵
衛
よ
り
村
山
村
の
久
兵
衛
宛
の
借
用
文
書
、
嘉
永
四
年
〈
一

八
五
一
〉
三
月
）

田
中
圭
一
氏
「
羽
茂
稲
扱
覚
書
」（『
新
潟
県
史
研
究
』
第
三
号
、
一
九
七
八
年
三
月
、

所
収
）
の
所
論
中
に
見
え
る
例
で
あ
る
。

助
数
詞
﹇
乗
﹈

助
数
詞
「
乗
」
は
、
車
を
対
象
と
す
る
助
数
詞
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
、
次
の
よ
う
な

例
が
あ
る
。

宝
暦
十
年
辰
ノ
七
月

青
山
市
左
衛
門
様
御
支
配
ニ
罷
成
申
候

一
船
役
之
儀
先
年
ハ
当
村
船
壱
帖
（
乗
）
ニ
付
分
水
弐
百
文
宛
釜
役
と
一
同
ニ
定
永
ニ
而

上
納
仕
来
候
所
、（
中
略
）
船
壱
状
（
乗
）
ニ
付
永
壱
貫
　
　
五
百
文
宛
其
浦
ニ
船
之
有

数
ヲ
以
上
納
仕
候
様
被
仰
付
候
、（
後
略
）

（
万
覚
記
、
年
次
未
詳
〈
江
戸
後
期
〉〈
八
日
市
場
市
江
波
戸
家

え

ば

と

け

文
書
、『
千
葉
県
・

下
総
１
』、
三
六
八
頁
）

先
に
は
、
漁
網
を
「
乗
」
で
数
え
る
例
が
あ
り
、
こ
れ
は
「
帖で
ふ

」
の
宛
字
か
と
考
え
た
。

だ
が
、
船
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、「
乗
じ
ょ
う

」
と
い
う
助
数
詞
を
考
え
る
し
か
な
い
。

助
数
詞
﹇
網
﹈

一

風
　
　
　
　
　
壱
双
　
　

一
　
同
弐
板
打
　
　
　
壱
網

一
　
同
骨
　
　
　
　
　
壱
双
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ひ
部
に
所
見
）

（
松
ヶ
崎
商
人
よ
り
同
所
番
所
宛
　
生
活
諸
物
資
の
値
段
書
上
帳
、
慶
応
二
年
〈
一

八
六
六
〉、
既
出
、『
新
潟
県
史
九
』、
九
六
七
頁
）

風
の
部
材
の
一
つ
で
あ
ろ
う
か
、「
壱
網
ひ
と
あ
み

」
と
数
え
る
も
の
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

助
数
詞
﹇
固
・
箇
・
個
﹈

近
世
に
は
、
各
地
か
ら
各
種
の
物
資
が
大
型
廻
船
で
運
ば
れ
た
。「
固こ
り

」「
箇こ
り

」「
個こ
り

」

は
、
そ
う
し
た
梱
包
し
た
荷
を
数
え
る
言
葉
で
あ
る
。

荷
物
之
内
、
杉
材
木
七
百
廿
五
本
、
銅
三
拾
四
固
、
米
弐
百
六
表
、
沖
ニ
而

段
々

打
捨
テ
、
御
当
地
姫
津
村
へ
入
津
仕
、

（
豊
後
国
臼
杵
領
家
嶋
村
与
九
良
拾
四
人
乗
船
頭
水
主
口
書
、
正
徳
三
年
〈
一
七
一

三
〉
六
月
二
二
日
、『
佐
渡
相
川
一
』、
一
九
六
頁
）

正
徳
三
年
六
月
一
七
日
、
出
羽
国
能
代
か
ら
帰
国
し
よ
う
と
し
て
い
た
豊
後
国
の
廻
船

が
大
荒
れ
の
た
め
に
難
船
し
、
積
荷
を
放
擲
し
て
姫
津
村
の
港
に
入
津
し
た
。
そ
の
荷
の

一
つ
に
「
銅
三
拾
四
固
」
と
見
え
る
。
銅
塊
を
梱
包
し
た
荷
で
あ
ろ
う
。
重
量
は
不
詳
で

あ
る
。固

荷
物
水
揚
　
銀
壱
分
五
厘
　
　
同
蔵
か
へ
し
　
（
中
略
）

固
荷
油
樽
水
揚

壱
分
三
厘
　
　
同
陸
持
　
三
分
　
　
同
一
町
之
内
陸
分
　
弐
分
　
　
固
荷
作
賃
　

一
駄
壱
匁
弐
分
　
（
中
略
）

木
綿
繰
綿
茶
一
固

六
分
　
（
前
後
略
）

（
新
潟
寺
社
由
来

新
潟
郷
建
湊
法
諸
廻
船
式
法
等
、
燕
市
更
科
家
文
書
、
既
出
）

正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
の
新
潟
小
揚
水
揚
作
賃
銀
目
究
の
中
の
一
条
で
あ
る
。「
固

荷
物
…
」「
固
荷
作
…
」
と
は
、
コ
リ
（
コ
ウ
リ
）
の
荷
物
、
同
荷
造
り
の
意
で
あ
り
、

そ
の
個
数
を
「
固こ
り

」
で
数
え
る
。

西
国
　
　
千
艘
程

北
国
　
　
弐
千
八
百
程

大
　
六
貫
五
百
文

中
　
四
貫
五
百
文
／
下
　
壱
貫
七
百
文

大
　
壱
貫
五
百
文

小
　
七
百
文

大
　
壱
貫
文

小
　
五
百
文

〜
〜
〜

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

〜
〜
〜
〜
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「
水
津
御
番
所
付
問
屋
他
国
出
入
之
品
場
銭
帳
」（
安
永
八
年
〈
一
七
七
九
〉）
で
は
、

次
の
よ
う
な
物
品
を
「
箇
」
で
数
え
て
い
る
。

灯
心
、
茶
、
織
草
、
金
引
苧
、
上
方
下
り
荷
〈
小
間
物
・
和
薬
・
此
外
〉、
た
は
こ
、

素
麺
、
鍋
、
能
登
鰤
、
松
原
椀
、
古
手
〈
綿
入
・
袷
・
夜
着
蒲
団
〉、
古
帷
子
、
小

間
継
荷
、
昆
布
、
心
馬
草
、
越
後
素
麺
、
絵
具
櫃
、
鉄
、
会
津
椀
、
綿
袋
、
し
か
ね

昆
布
、
木
綿
類
、
摺
鉢
〈
三
四
入
〉、
鯖
、
塩

、
塩
鰹
、
塩
鮹
、
塩

、
塩
鰤

〈
拾
本
入
〉、
塩
青
魚
〈
拾
本
入
〉、
干
烏
賊
、
木
綿
古
手
着
物
、
硯
箱
、
箸
箱
木
枕
　
　

（『
新
潟
県
史
九
』、
七
七
○
〜
七
八
○
頁
）

廻
船
で
運
ば
れ
た
荷
で
あ
ろ
う
。
先
の
「
荒
物
商
人
紋
四
郎
よ
り
青
木
長
三
郎
宛
松
前

行
荒
物
買
入
帳
」（
文
化
元
年
〈
一
八
○
四
〉
一
一
月
、
既
出
、「
丸
」
の
条
）
に
は
、

「
吉
岡
草
鞋
　
百
五
十
足
入
　
廿
五
箇
」「
国
分
わ
ら
し

（
草
鞋
）

百
五
十
足
入
　
拾
弐
個
」「
杣
草

鞋
　
百
廿
足
入
　
三
十
箇
」「
紙
緒
草
り
（
履
）

百
六
十
入
　
廿
個
」
な
ど
と
見
え
る
（『
新
潟

県
史
九
』、
九
五
六
頁
）。「
箇
」
と
も
「
個
」
と
も
見
え
る
が
、
同
じ
助
数
詞
で
あ
る
。

「
一
固
」
当
た
り
の
正
味
（
数
量
・
重
量
）
は
、
物
に
よ
っ
て
決
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

「
長
崎
唐
館
出
船
文
書
」
は
、
文
化
一
○
年
正
月
、
唐
船
（
申
七
番
）
の
船
主
（
汪
小

□（
？
））

か
ら
唐
館
役
所
宛
の
出
船
の
届
出
文
書
で
あ
る
。
こ
の
「
随
帯
」
品
目
の
内
に
、

「
猛
索
　
五
梱
」「

皮
　
五
梱
」「

餅
こ
な
も
ち

十
梱
」
と
見
え
る
（
９
）。
こ
れ
も
同
じ
助
数
詞
で

あ
る
。

「
こ
り
」「
こ
ー
り
」
と
い
う
助
数
詞
は
、
収
納
用
容
器
の
「
行
李
（
こ
う
り
）」（
名

詞
）
に
出
た
も
の
ら
し
い
。
だ
が
、
そ
の
後
、
語
音
が
変
化
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
表
記

法
が
不
詳
と
な
り
、
文
字
も
定
ま
り
に
く
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、
梶
山
季
之
氏
の
「
小
説
Ｇ
Ｈ
Ｑ
」
に
「
ア
メ
リ
カ
煙
草
一
個

い
っ
こ
ん

で
」
と
見
え

（『
週
間
朝
日
』
65
年
５
月
７
日
号
76
）、
こ
れ
が
ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
『
日
本
大
文
典
』
に
あ

る
「
魚う
お

一
候こ

ん

」（Iccon

）
と
関
係
あ
る
か
と
問
わ
れ
て
い
る
が
（
１０
）、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
助
数

詞
で
あ
る
。

お
わ
り
に

近
世
の
漁
業
関
係
文
書
に
見
え
る
助
数
詞
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
こ
の
他
、
注
意
さ
れ

る
例
と
し
て
次
が
あ
る
が
、
今
は
触
れ
な
い
。

葡
萄
　
五
千
三
拾
釣

金
五
拾
円
三
十
銭

（
本
州
所
産
ノ
食
物
器
具
薪
炭
等
ノ
数
量
価
金
ノ
申
牒
、
既
出
、『
佐
渡
相
川
六
』、

七
七
頁
）

葉
烟
草
　
二
万
八
千
三
百
釣

金
千
三
百
三
十
二
円
　

（
同
右
）

盈
水
揚
弐
盈
ニ
付

八
厘
七
毛
　
　
　
　

（
新
潟
寺
社
由
来

新
潟
郷
建
湊
法
諸
廻
船
式
法
等
、
燕
市
更
科
家
文
書
、
既
出
）

正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
の
新
潟
小
揚
水
揚
作
賃
銀
目
究
の
中
の
一
条
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
で
省
い
た
魚
介
類
・
海
藻
類
な
ど
に
関
す
る
助
数
詞
に
つ
き
、
そ
の
要
目

だ
け
で
も
あ
げ
れ
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
別
途
に
機
会
を
得
て
言
及
し
た
い
。

﹇
尺
﹈
鮭
　

﹇
本
﹈
鱒
・
塩

・
鮪
・
鱈
・
塩
鱈
・
塩

・

・
塩

・
塩
鰤
・
塩
青
魚
・

鰒
・
鰹
節
・
鮹
頭
骨

﹇
頭
﹈
蛸
・
小
鮹
・
小
蛸
・
大
蛸
・
生
蛸

﹇
か
し
ら
﹈
た
こ

﹇
枚
﹈
烏
賊
・
い
か
・
干
鱈
・
干

・

・
干
鰊
・
干
鮫
・
鯛
・
干
鯛

﹇
盃
﹈
串
貝
・
く
し
か
ひ
・
蚫
・
鮑
・
海
士
貝
・
干
鰒
・
干
河
豚
・
塩
鰒
・
塩
烏

賊
・
干
鮹
・
生
蛸

﹇
貝
﹈
串
貝

﹇
配
﹈
鰒

﹇
尾
﹈
鰒
・
生
鰒

﹇
掛
﹈
鱈
・
肴
（
シ
イ
ラ
ヵ
）

﹇
か
け
﹈
肴
（
シ
イ
ラ
ヵ
）

﹇
把
﹈
烏
賊
・
干
烏
賊
・
冬
烏
賊
・
夏
烏
賊
、
若
和
布
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﹇
わ
﹈
塩
烏
賊
・
干
烏
賊
・
夏
烏
賊

﹇
桶
﹈
鯨

﹇
樽
﹈
樽
詰
物
・
鰯
・
コ
フ
ナ
ゴ
・
塩
魚
ノ
子
、
魚
油
、（
酒
・
醤
油
・
酢
・
味

噌
・
糟
漬
瓜
、
炭
）

﹇
俵
﹈
干
鰯
類
・
干
鰯
・
塩
鰯
・
い
ご
、
若
和
布
・
荒
布

﹇
箱
﹈
箱
入
四
十
物
類
・
干
海
苔

﹇
袋
﹈
鰒
ノ
子
　
　

﹇
叺
﹈
鰹
節

﹇
箇
﹈
塩
も
の
類
・
干

・
同
子
・
干
鰒
・
塩
鱈
・
塩
烏
賊
・
塩
蛸
・
塩
鰤
・
塩

鰹
・
塩
青
魚
・
塩
は
ん
し
や
う
魚
千
入
、
昆
布
・
心
馬
草

﹇
連
﹈
串
貝

﹇
束
﹈
端
鯡
・
鯡

﹇
貫
目
﹈
鮪
・

・
鰒
・
鮫
・
鰐
・
鰹
・
魚
ノ
子
・
ほ
し
か
類

鰯
こ
う
な
こ
の

粕

﹇
升
﹈
海
苔

「

」
は
、
ア
ラ
（
元
亀
二
年
京
大
本
運
歩
色
葉
集
、
三
56
オ
）、
体
長
一
メ
ー
ト
ル

に
も
な
る
鱸
に
似
た
ス
ズ
キ
科
の
海
魚
。

注

（
１
）『
産
経
新
聞
』
大
阪
版
、
二
○
○
五
年
四
月
一
○
日
。

（
２
）
拙
著
『
木
簡
と
正
倉
院
文
書
に
お
け
る
助
数
詞
の
研
究
』、
二
○
○
四
年
一
月
、
風

間
書
房
。
七
七
○
・
七
七
六
・
七
九
九
頁
。

（
３
）『
日
本
国
語
大
辞
典
　
４
』
の
「
か
が
お
づ
な
」
の
語
釈
に
、
次
の
用
例
が
示
さ
れ

て
い
る
（
旧
版
、
小
学
館
、
三
四
七
頁
）。

碇
弐
頭
へ
、
加
賀
苧
綱
弐
房
つ
つ
括
付
、
船
の
舳
へ
釣
下
け
艫
す
さ
り
に
致
し

（
紀
州
口
熊
野
周
参
見
浦
彌
市
源
流
噺
（
同
人
手
覚
写
）

碇
二
頭
に
加
賀
苧
綱

か
が
お
づ
な

二
房
ず
つ
く
く
り
つ
け
、
船
の
舳
先
へ
釣
り
下
げ
、
艫
す
ざ

り
に
云
々
と
あ
る
。
出
典
未
勘
。

（
４
）『
土
佐
の
カ
ツ
オ
漁
業
史
』、
中
土
佐
町
教
育
委
員
会
内
同
書
編
纂
事
務
所
編
纂
、

一
○
○
一
年
三
月
、
七
四
四
頁
。

（
５
）
福
本
和
夫
著
『
日
本
捕
鯨
史
話
』、
一
九
九
三
年
八
月
改
装
版
、
法
政
大
学
出
版
局
、

九
三
頁
。

（
６
）
土
井
忠
生
・
森
田
武
・
長
南
実
編
訳
『
邦
訳
日
葡
辞
書
』、
一
九
八
○
年
五
月
、
岩

波
書
店
、
三
二
四
頁
。

（
７
）
小
沢
豊
治
「
隠
岐
に
於
け
る
長
崎
俵
物
の
生
産
」、『
経
済
史
研
究
』、
第
二
八
巻
第

二
号
、
一
九
四
二
年
（
昭
和
一
七
年
）。

荒
居
英
次
著
『
近
世
海
産
物
経
済
史
の
研
究
』（
一
九
八
八
年
一
一
月
、
名
著
出

版
会
）
所
収
の
「
隠
岐
の
俵
物
生
産
・
集
荷
と
役
場
引
請
制
」（
二
七
四
〜
三
二
五

頁
）。

（
８
）
佐
藤
利
夫
「
佐
渡
の
海
村
と
漁
業
」、『
新
潟
県
史
研
究
』
第
八
号
、
一
九
八
○
年
、

二
二
頁
。

（
９
）『
筑
波
書
店
古
書
目
録
』、
第
七
八
号
、
二
○
○
五
年
、
九
四
頁
。

（
10
）
見
坊
豪
紀

け
ん
ぼ
う
ひ
で
と
し

「
現
代
の
助
数
詞
」、『
言
語
生
活
』、
一
九
六
五
年
七
月
号
。

（
島
根
大
学
教
育
学
部
言
語
教
育
文
化
講
座
）


